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令和 7年度下半期の状況（中津川市民病院） 
 

令和7年度下半期の状況は、延べ入院患者数で41,082人(1日あたり225.7人)、

病床利用率は 71.4％でした。これを前年度下半期と比較すると、1 日あたりで

は、11.1人の減となりました。延べ外来患者数は、89,442人（1日あたり 758.0

人）でした。これを前年度下半期と比較すると、1日あたりでは、8.9人の減と

なりました。 

医業収支の状況は、医業収益が 3,929,773 千円（前年度比 95.3％）、医業費

用が 4,715,424 千円（前年度比 94.1％）で、医業損失が 785,651 千円発生しま

した。また、医業外収益が 631,940 千円（前年度比 143.7％）、医業外費用が

381,851 千円（前年度比 99.4％）で、経常損失が 535,562 千円発生しました。

これに貸倒引当金の戻入分 1,375 千円を特別利益、修学資金貸付金の免除分

26,020 千円を特別損失に計上したことにより、下半期の純損失が、560,207 千

円発生しました。 

なお、上半期の経常収支において、198,514千円の経常利益が生じていました

ので、通算で 337,048千円の経常損失となり、令和 7年度においては 361,693

千円の純損失が見込まれます。 

 



令和7年度下半期の概況（中津川市民病院）

1患者利用状況 単位：人

区　分 下半期 月平均延数 一日平均数

入　院 41,082 6,847.0 225.7

外　来 89,442 14,907.0 758.0

合　計 130,524 21,754.0 983.7

2診療収入状況 単位：千円 単位：円

一人一日あたり

診療収入

入　院 2,608,946 434,824 63,506

外　来 1,149,140 191,523 12,848

合　計 3,758,086 626,347 *******

3経理の状況

 収益的収支（税抜） 単位：千円

区　分 金　額 区　分 金　額

病院事業収益 4,563,088 病院事業費用 5,123,295

　医業収益 3,929,773 　医業費用 4,715,424

　医業外収益 631,940 　医業外費用 381,851

　特別利益 1,375 　特別損失 26,020

 資本的収支（税込） 単位：千円

区　分 金　額 区　分 金　額

資本的収入 347,341 資本的支出 363,351

　出資金 317,564 　建設改良費 151,699

　企業債 13,900 　企業債償還金 198,452

　補助金 14,977 　修学資金等貸付金 13,200

　貸付金返済金 900

区　分 下半期収入 月平均収入
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令和８年度中津川市病院事業経営方針（中津川市民病院） 

 

地域において、必要とされる医療を提供するため、引き続き医師や看護師等の

医療スタッフの確保に努めるとともに、医療機器の整備、施設の改修を行い、東

濃東部地域の中核病院として、急性期医療を中心に、一層の充実を図っていきま

す。 

また、地域の医療機関、介護施設等との連携を深め、医師をはじめとした医療

スタッフが働きやすい環境を確保し、市民の皆様に安心して医療を提供できる

体制を整え、「健康に暮らせるまち」に貢献できるよう、次の項目に取り組みま

す。 

 

 

 

 

１．経営改善と財源の確保 

・医療機関等と連携し、患者の確保に取り組み、病床利用率の増加を図る。 

・6月の診療報酬改定に適切に対応し、医業収益の増加に繋げる。 

 

２．医師や看護師等の医療スタッフの確保 

・不足する診療科の常勤医師確保を目指す。 

・職員の適正配置や働き方改革に順応した勤務形態を確立していく。 

 

３．公立病院経営強化プランの実行 

  ・プランで求められている「持続可能な地域医療の提供体制を確保する」と

ともに、公立病院が果たす重要な役割を継続的に担っていくため、経営強

化に努める。 

  ・現プランと実情を比較し、プランの見直しを検討していく。 

 

 

 

 

 

 



令和8年度予算及び業務量（中津川市民病院）

1患者利用予定 単位：人

区　分 年度間 月平均延数 一日平均数

入　院 97,820 8,151.7 268.0

外　来 194,005 16,167.1 805.0

合　計 291,825 24,318.8 1,073.0

2診療収入予定 単位：千円 単位：円

一人一日あたり

診療収入

入　院 6,260,480 521,707 64,000

外　来 2,522,065 210,172 13,000

合　計 8,782,545 731,879 *******

3経理の予定

 収益的収支（税込） 単位：千円

区　分 金　額 区　分 金　額

病院事業収益 9,995,000 病院事業費用 9,995,000

　医業収益 9,327,924 　医業費用 9,796,063

　医業外収益 667,075 　医業外費用 164,157

　特別利益 1 　予備費 1,000

　特別損失 33,780

 資本的収支（税込） 単位：千円

区　分 金　額 区　分 金　額

資本的収入 510,267 資本的支出 829,773

　出資金 314,532 　建設改良費 391,007

　企業債 188,400 　企業債償還金 404,526

　補助金 5,935 　修学資金等貸付金 34,240

　貸付金返済金 1,400

区　分 年度間収入 月平均収入
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